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【第1号議案】

令和 4年度事業報告および決算

一般社団法人日本工業炉協会

令和 4年度事業報告および附属明細

（令和4年4月1日～令和5年3月31日）

1.事業概要

(1)標準化事業

国際標準化事業については、 の幹事国業務を実施した。幹事国業務については

（一財）日本規格協会と「国際幹事国等業務に関する請負契約書」を締結し、その内容に基づ

いて業務を実施している。コロナウイルスの影瞥により 年 月以降、 の総会

は開催されていない。現在、 年秋頃の開催可否について，ドイツの事務局と協議中である。

国内対策委員会は、第回 年月 日、第回 年月 日の計回開催した。

国内標準化事業については、 「工業用燃焼炉の安全通則ー第 部：燃焼及び燃料取

扱システム」に、水素燃料に関するリスクアセスメント情報を付加する対応を行うため、令和

年度に当該 改正の活動を実施する予定である。

(2)機関誌「工業加熱」の刊行事業

編集委員会により、当協会の機関誌「工業加熱」を 回年（、 、 、 、 、 月）編集し、

発刊した。

(3)サーモテック の開催

令和年月 日（水） ～日（金）に東京ビッグサイト（南・ホール）にて、サーモテッ

ク 「第 回国際工業炉•関連機器展」を開催した。 日間の開催期間中に約 名の方

にご来場を頂き、会場は活況を呈した。今回のテーマ「環境・熱・未来～サスティナブル社会

ヘ熱技術の挑戦～」の下に、工業炉•関連機器メーカーおよび団体（協会関連・アカデミッ

クブース）が出展した。今回の展示会はカーボンニュートラルヘの関心が高まる中で開催され、

工業炉メーカーにとっては自社の脱炭素・省エネルギー技術を する絶好の機会となった。

併催イベントとして行われた基調講演、特別講演、出展者プレゼンテーションおよびアカデミ

ックブースプレゼンテーションも活況を呈し、サスティナブル社会、脱炭素、その他工業炉に

関連する様々な新技術に対する来場者の関心が高かった。

(4)令和4年度「工業炉専門基礎講座」開催

令和4年度「工業炉専門基礎講座」は、総務委員会の企画立案の下、令和年月 日（木） ～ 

日（金）の日間、川崎で開催した。開催方法は、対面と を併用するハイブリッド形式で

実施した。 日目の午後は、現地出席者については、電気の史料館の見学を行った。受講者は、

名（会場名、 名）であった。
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(5)感謝状贈呈および業務・技術功労者表彰

令和年月 日（水）の第 回通常総会終了後に、業務・技術功労者表彰を行った。令和

年度の業務・技術功労者表彰者は名である。

(6)講演会の開催

令和4年 月 日（火）に開催された秋の会員連絡会において、経済産業省素形材産業室

川和田室長補佐より、素形材産業に関するご講演を頂いた。

（演題）「カーボンニュートラルを取り巻く現状と工業炉の課題」

(7)賀詞交歓会の開催

令和年月 日（水）に大手町レベル 東京會館にて、 年ぶりに当協会の賀詞交歓会が

開催された。ご来賓（経済産業省製造産業局素形材産業室沼館室長、素形材団体）を含め

て、 名の方にご参加頂いた。

(8)各種統計調査・報告

（一社）日本工業炉協会の会員企業の売上および受注統計等について、会員および経済産業省へ

報告し、ホームページにて公表した。

(9)調査研究の受託事業

令和4年度は、以下の事業を受託した。

一般財団法人 日本規格協会

国際幹事国業務に関する請負契約 円

(1 0)海外の工業炉業界との交流

令和年 月 日（金）にオーストリアグラーツで開催された 総会に、高橋事務局

長が出席し、海外情報の収集と意見交換を行った。

2.総会、理事会

(1)総会

第回通常総会が、令和年月 日（水）に大手町レベル東京會館にて開催された。議題と

して、令和年度事業報告・決算報告、令和年度事業計画・収支計画、令和年度正会員入会

金、正会員、賛助会員会費の賦課徴収方法、役員改選について審議が行われ、原案の通り承認

された。

(2)理事会

1)第 回理事会が、令和年月 H （水）に大手町レベル 東京會舘において、第 回通

常総会終了後に開催された。令和 年度は役員改選時期であったので、役員選任後の会長、副

会長の選定について審議し、原案通り承認された。

2)第 回理事会（秋の会員連絡会） （ 併用）が、令和年 月 日（火）に大手町レベ

ル 東京會館にて開催された。以下の議題について審議が行われ、承認された。

（議題）

①令和4年度上期事業報告

②令和4年度上期収支決算報告

③新会員の入会について

一般社団法人日本工業炉協会



2022
THERMPROCESS 2023

120 5 1 25 21

THREMPROCESS 2023

6

（報告事項）

①サーモテック 開催について

② について

③令和4年度業務・技術功労者表彰について

④令和4年新年賀詞交歓会開催について

3)第 回理事会が、令和年月 H （水）に大手町レベル 東京會館にて開催された。以

下の議題について審議が行われ、承認された。

（議題）

① 国際展示会への出展計画について

3．令和4年度の各委員会活動

(1)技術企画委員会

令和4年度委員（社名 50音順）

担当役員：松尾国雄（大同特殊鋼（株））

委員長：加納利行（富士電機（株））

副委員長：北林庄治（大同特殊鋼（株））

委員：日比野知久（アズビル（株））、中本一郎（（株）IHI機械システム）

関谷慶之（オリエンタルエンヂニアリング（株））

吉本成実（三建産業（株））・・・前任者：園田高久委員と期中交代

堰本賢一（品川リフラクトリーズ（株））・・・前任者：石井浩二委員と期中交代

友澤健一（中外炉工業（株））、下山暢善（東海高熱工業（株））

大園夏也（東京ガス株）、栗太清文（日本ファーネス株）

宮本千佳司（株宮本工業所）、森知隼（ロザイ工業株）

中山道夫（（一社）日本工業炉協会）

事務局：高橋良治

l)委員会活動

令和4年度は、計回の委員会を開催し、活動を行った。

・委員会開催状況

第回令和年月日（水）協会会議室十 併用

（委員）計名

第回 月 日（火）東京ガス（株）千住テクノステーション＋ 併用

第回 月 日（金）機械振輿会館研修室＋ 併用

第4回 月日（水）協会会議室十 併用
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